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BankART AIR 2021WINTER 
OPEN STUDIO 開催！
@ BankART Station ＆ R16 studio

アートブック／
アートグッズが集まります！
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■ アートブック/アートグッズ開催！
■ BankART KAIKO オープン！
■ M meets M 村野藤吾展 槇文彦展開催！
■ 「えきなか動物園」
　 プラットフォームギャラリー 「展覧会の絵」

BankART KAIKO オープン！
横浜市中区北仲通5-57-2  KITANAKA BRICK&WHITE 1F

もともとは、全国の絹が集まり、日本近代の礎を築いた帝蚕倉庫が拡がってい
たゾーン。現在、超高層マンション、ホテル、店舗などを中心とした複合施設
として生まれ変わろうとしてる。BankART KAIKOは、その1926年生まれの
帝蚕倉庫の一棟を復元した、2Fがライブハウスの建物の1Fに位置する。
BankARTの他の施設と同様、アートスペースとして、展覧会、イベント、ショッ
プなどを展開していく。

会期｜ 2021年2月5日［金］～7日［日］    2月12日［金］～14日［日］ 11:00～19:00

会場｜ BankART Station（横浜市西区みなとみらい5-1 新高島駅B1F）

 R16 studio（横浜市西区桜木町7-48 東横線廃線跡地高架下）
入場無料
BankART Station では、現在16組のアーティスト達が、12月6日から約2ヶ月間、制作活
動をおこなっています。また、R16スタジオには、既存作家に加えて都合7組のアーティ
ストが、活動を始めております。基本的には、制作場所（スタジオ）の公開ですが、12月
～1月に制作した成果物も発表します。是非皆様、お気軽にご参加ください。

会期｜ 2021年1月15日［金］～31日［日］ 
 11:00～19:00　　
会場｜ BankART KAIKO
 （横浜市中区北仲通5-57-2-1F）
 みなとみらい線「馬車道駅」2a出口直結徒歩1分　　

前回、2019年に 「BankART Station」で開催した
のが、7月5日～21日。今回は、2020年9月にオープ
ンした「BankART KAIKO」でアートブック/アート
グッズ第2回目を開催します。書籍、ポストカード、イ
ラスト、写真、絵画、工芸、彫刻、その他あらゆるジャ
ンルの作品、商品を全国のクリエイターから提供し
ていただきました。コロナの大嵐の中で、へこんでば
かりはいられません。今やれることを、やっていること
を丁寧にやり続けましょう。 価格は200円～10万円
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BankART Station & R16 studio 入場無料
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主催：BankART1929 　共催：横浜市文化観光局　

R16 studio 

アクセス
□BankART Station
横浜市西区みなとみらい5-1 
みなとみらい線「新高島駅」
地下１階

□R16 studio
横浜市西区桜木町7-48
「新高島駅」「高島町駅」より
徒歩5分

※国道16号線の横断歩道の
ない場所を横切るのは、絶対
に止めてください。

お問い合わせ｜
BankART1929
TEL 045-663-2812 
info@bankart1929.com　
www.bankart1929.com

R3丸山純子
まるやま・じゅんこ ｜ニュー
ヨーク市立大学ハンター
カレッジ美術学科卒。主
に、プラスチックや石鹸な
ど身近にある物を使って
自然と人工、個人と社会
をキーワードに制作。国内外問わず様 な々アー
トプロジェクトに参加。主な展覧会は、2017年
「BankART Life V-観光」（BankART Studio 
NYK）、2016年「5rooms」（神奈川県民ホール
ギャラリー）、2014年漂泊界（入善町下山芸術
の森発電所美術館）など。

4/4～11、ギャラリーパリで行う個展に向
けての制作。これまで扱ってきた石鹸とそ
の他の素材を合わせ、連想ゲーム、手悪
戯のように制作を進める。作業することで、
癒される、そんなことを思いながら制作し
ている。

R4 asamicro 
あさみくろ ｜ダンスバトル、
大会 を 経 て。DANCE 
D A N C E  D A N C E @
YOKOHAMA横浜市文
化プログラム「朝ごはん」
美術家：千田泰広、音楽
家：種子田郷と共に共同作品として上演、表参
道spiral SICF20 PLAY部門選出アーティスト、
NPO法人鎌倉あそび基地フリースクール
Largoにて自己表現講師。

朝、朝ごはんをテーマに、記憶や経験を
視覚化すべく、踊り・映像・インスタレーショ
ン等で制作しています。今回は２月末開
催の自主公演に向けてのイントロ作品とし
「壊れる生まれる」について卵の殻と納豆
パックを使用し振付の想像を広げるべく
空間に依存的に配置させて記録していま
す。期間中過去の映像作品も流す予定。

R6山本愛子｜今井さつき
いまい・さつき ｜1988年
神奈川県出身。アート、
遊び、デザインの領域を
横断しながら、鑑賞者参
加型作品の制作・発表を
行っている。また制作と
並行して、自作品の特徴である玩具性、接続
性、遊戯性などを軸として研究と論文執筆を
行っている。東京藝術大学大学院 美術研究
科 博士後期課程在籍中。

やまもと・あいこ ｜1991
年神奈川県出身。東京
藝術大学先端芸術表現
科修了。平成 30年度
ポーラ美術振興財団在
外研修員として中国で研
修。染織技術とそのエッセンスを元に作品を
制作。糸や染料など、自然からの生命を得た
素材が持つ土着性や循環の可能性について
考え、表現に反映させることを試みている。

カンボジアと日本の作家3人が、交換日
記や郵送を通してお互いの日常を共有し、
そこから生まれたアイデアをカタチにする
プロジェクト"Daily Round Trip”を行っ
ている。現在は、日常の共有から現れた"
凧 "をきっかけに、プノンペンから郵送さ
れたシルクを横浜周辺の草木などで染め、
凧を制作している。

R11 HiroYuki Studio
ひろゆきすたじお｜CoCo 
（ソウル生まれ、ニュージー
ランド・オークランド大卒） 
と、Hiro Yuki（東京生ま
れ、多摩美大卒）の2名で
アーティストスタジオ
「HiroYuki Studio」を設立。社会・時事・政治
問題に対し保守的な立場からアートの視点で
解釈する作品をSNSなどのWeb上で発表。

自叙伝的なストーリーをヒントにつくり上
げた仮想世界（SNSの作品参照）を、現
実の世界にさまざまな手法を用いてイン
ストールし表現してみることで、想像と覚

R5日原聖子
ひはら・せいこ ｜2018年
プラハ美術アカデミー修
了、ヨゼフ・フラーフカ賞
受賞（ヨゼフ・フラーフカ・
ズデニェク・フラーフカ財
団）。2017年第4回CAF
賞入選。2020年第13回岡県新進美術家育成
「I氏賞」奨励賞受賞。2019年より東京藝術大
学大学院美術研究科博士後期課程在籍。

刺繍や糸、紐、フェルト、衣類の解体と縫
い合わせ、手芸的作法、家族の残したメ
モの引用などにより、人とのやりとり/コ
ミュニケーションの痕跡を形づける方法
の思考。

Photo: Takahiro Nogami

R9-10渡辺 篤
わたなべ・あつし ｜2009
年東京藝術大学大学院
修了後、ひきこもりを経
験し、美術家として社会
復帰。2020年横浜文化
賞文化・芸術奨励賞。個
展「修復のモニュメント」
（BankART SILK、神奈川、2020年）やグルー
プ展「Looking for Another Family」（国立現
代美術館、韓国、2020年）など。

今年度、ひきこもりや心身の障害等をは
じめとする継続的孤立当事者に加え、新
たにコロナ禍によって発生した一時的孤
立当事者らとともに、プロジェクト「同じ
月を見た日」を立ち上げ活動している。
この展覧会をR16スタジオを会場として
2021年2月末から開催予定。国内外の
メンバーらと遠隔で繋がり準備を進めて
いる。

「同じ月を見た日」（制作中） ©Atsushi Watanabe 2021,  ©I’m here project 2021

R7土屋信子
つちや・のぶこ｜インスタ
レーションをメインに制
作。2003年ベニスビエ
ンナーレがデビュー展。
2020年の展覧会に、日
産アートアワード ファイ
ナリスト展（横浜）、個展Gregor Podnar（ドイ
ツ）。2019年個展に、リーズ美術館（イギリス）、
Mostyn（イギリス ）、グ ル ー プ 展 に、
GareriaAlineVidal （フランス）、Yorkshire 
Suclptute International （イギリス）、Grenoble
美術館（フランス）、六本木クロッシング森美
術館（東京）その他がある。

今回はドローイングをメインにインスタレー
ションを展開。ドローイングに力を入れる
のは今回が初。

撮影：佐藤基
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醒の境界とは何かを考察したいと考えて
います。さまざまな対立事項における関
係性を解決するためではなく、可視化す
る試みである作品です。
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@ BankART KAIKO
2021.1.15.fri.–31.sun. 
11:00–19:00
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M meets M 
村野藤吾展 槇文彦展が
開催されました！
M meets M 村野藤吾展 槇文彦展がスタートした。旧帝蚕倉
庫を復元リノベーションした「BankART KAIKO」と旧第一銀
行（元横浜銀行）を一部保存、復元した「BankART 
Temporary」がその会場だ。村野氏にしても槇氏にしても、建
築に携わる人にとっては、誰もが知っている著名な建築家だ
が、一般の人は建てられた建築はよく知っていても、案外、建
築家の固有名詞とは結びつかない。村野氏でいえば、新高輪
プリンス、赤坂離宮（迎賓館）、関西大学、旧横浜市庁舎、箱
根プリンス、大阪そごう、等。槇氏でいえば、スパイラル、幕張
メッセ、金沢区シーサイドタウン（都市計画、並木第一小学校
など）、東京体育館、新横浜市庁舎、ヒルサイドテラス等。す
べて街に溶け込んでいるポピュラーな建物だ。さて、今回偉大
なといっても過言ではない建築家2人を同時にフォーカスする
ことになったが、これは最初から二人展として企画されたもの
ではない。展覧会構成のクレジットが、各実行委員会からなっ
ているように、もともと独立した展覧会として企画されたものだ。
ならば、なぜ「M meets M 村野藤吾展 槇文彦展」になった
か？ ふたつの会場の差、二人の世代の差、建築技術（図面も
含めて）の違い、などもあいまり、二つの展覧会は、はっきりと印
象の異なるものと感じた人も多いはずだ。一言で表すと、暖か
さが残る等身大の建築と、他方、手垢を残さないクリアーでモ
ダンな建築、といったところであろう。が、その世代の異なる差
異が強く感じるかというと、ディテールへのこだわり、そこにいる
人を考えた空間、建築の大きさや豊かさに対する感覚、集中
と開放など、様 な々断面で、時代を超えて同期している印象
の方が強い。そういった意味において、MはMに引き継がれ
て、つぎのMを生んでいくのだ。「M meets M」というフレー
ズは、そんな日本の建築界の力強いリレーが、今まさにここ横
浜でおこっていることを、皆さんに見ていただければという思い
から企画されたのだ。 （2020.10.30 BankART Blogより）

「Creative Railway」と称したアートプログラムが、横浜市
文化観光局と横浜高速鉄道（株）、横浜創造界隈拠点
の主催のもとスタートした。みなとみらい線の横浜駅～新
高島 /みなとみらい21地区～北仲馬車道地区～日本大
通り～元町・中華街の各駅にアートをインストールし、リ
ニアに都 市をつなぐ試みだ。BankART1929は
BankART StationとBankART Temporaryがある新高
島駅と馬車道駅を担当。新高島では、深海のイメージで
設計されたという空間に、鮮やかな色の絵画と、逆に真っ
黒い画面の写真等を展示した。駅構内が広い馬車道に
は動物をモチーフにした彫刻群と平面作品をのびのびと
展示した。他の駅も、創造界隈のアートスペースが趣向
を凝らして展開している。是非一日乗車券（460円）を購
入して、駅～駅（街から街）へのマイクロツーリズムを体
験して欲しい。（2020.10.2 BankART Blogより）

「えきなか動物園」、プラットフォームギャラリー「展覧会の絵」
2020年9月26日～10月11日　みなとみらい線各駅

村野藤吾展 2020年10月30日～12月27日  BankART KAIKO（主催：村野藤吾建築展実行委員会）

槇文彦展 2020年10月30日～12月27日  BankART Temporary （主催：槇文彦展開催実行委員会）
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編集後記
私たちのプログラムは開発のアクションがはじまると、その度にどこかへ
いってしまうプロジェクトだった。荒野に投げるブーメランのごとく、先行し
て点をうち、孤高に立ちつくすことはできても、あとは続かず、強い力の
論理に追い払われてしまう構造を常に抱えていた。僕らを牽引してくれ
た川俣正さんがディレクターを務めた「横トリ2005」を筆頭に、「北仲
Brick & 北仲White 」の巨大シェアスタジオ、黄金町の「BankART
桜荘」、起動にのりはじめたと思えた「旧第一銀行」、新港ピアでの「新・
港村～新・港区への活動」、不滅と思われたBankART Studio NYK
等…。うたかたの都市が見る夢のようなプロジェクトが続いていたような
気がする。今回も夢をみているのかもしれないが、BankART Temporary
（旧第一銀行）とBankART KAIKO（旧帝蚕倉庫）、この二棟で村野
藤吾展、槇文彦展を開催できたこと、本当に嬉しく思っている。
※バンカートスクール2月-3月期は残念ながら緊急事態のため延期です。

TEL: 045-663-2812　E-mail: info@bankart1929.com　www.bankart1929.com

オープニングレセプション、横浜市庁舎アトリウム

※シンポジウムのアーカイ
ブ動画をM meets M特
設サイトより視聴できます
（http://bankart1929.
com/MmeetsM/index.
html）

左：松隈 洋氏、中：林 琢己氏、右：槇 文彦氏 シンポジウム「横浜で建築を考えるということ」

　　　　　　　　　終了のお知らせ。
この11月14日（土）をもって BankART Homeを撤退することになりました。
2018年5月に BankART Studio NYK が解体され、その頃、行くあてもない
まま、「横浜市がやめてもBankART1929は続けるぞ」という思いで、自分たち
で展開した小さな拠点でした。愛すべき元食堂の名は、「ホームレストラン」。
「ホームレスレストラン」すなわちホームレスのためのレストランと読んでしまっ
て、「すごい」と思ったのが最初の出会いでした。手作りでリニューアルし、本
屋とカフェの「BankART Home」へと変換。夜は11時までオープンし、雨の
日も人が来ない日も、毎日お店をあけるようにだけはしました。あれから2年と少
し、もちろん継続してホームを続けたいと思ってはいたのですが、新しい拠点
「BankART KAIKO」を取得するためには、そう簡単には経済が許してくれま
せんでした。お世話になった関内地区のクリエイター、市民の方 、々遠くから
訪ねてくれた皆様に、ひとまずのお別れをしなければなりません。皆さん、本
当にこれまでありがとうございました。※ブログ文章の一部改変


